
1

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

築後24年が経過し設備等の老朽化が進んでおり、修繕が多い。利用に比して
施設が狭隘なためスペース確保を図り、書架等を効率的に活用することが必
要である。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑥ 江坂図書館施設管理事業 中央図書館
江坂図書館の施設の維持と利用者の安全確保のためメンテナンス等
を行い、適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

4,936
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 駅ビルに入居する施設であるため、事業費の大半は建物の賃借にかかる経

費となっている。平成28年2月からは共益部分にＩＣゲートを設置したためその
使用料が発生した。そのため事業費は増加している。さんくす図書館の供用
開始は平成5年からだが、建物自体は昭和54年の建物であり、各所に老朽化
が進んでいる。耐震補強改修工事が平成２６年５月に完了し、安全面の確保
は図られた。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑤
さんくす図書館施設管理

事業
中央図書館

さんくす図書館の施設の維持と、利用者の安全確保のためメンテナン
スを行い、適切な管理事業を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

50,187
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

千里図書館は千里ニュータウン地域の図書館として、施設利用は高い水準で
推移している。管理経費についてはPFI事業のため一定している。施設環境は
快適で、一層の利用が見込まれる。定期的に連絡会が開催され施設管理の
情報共有を行っている。

令和 元 年度

継続

実施区分

④
千里ニュータウンプラザ施

設管理事業
中央図書館

千里図書館の施設の維持と利用者の安全確保のためメンテナンス等
を行い、適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

70,131
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 千里図書館及び北千里分室は、千里ニュータウン地域の図書館として市民の

暮らしに役立つサービスを行っている。多文化サービスを特色としており、吹
田市国際交流協会が同じ施設内にあることから日本語を学ぶ外国人への援
助や外国人との交流の場として今後の取り組みが期待される。北千里分室
は、閲覧室、事務室とも狭隘で、利用要求に見合ったサービスが十分に行え
ない状況である。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ 千里図書館施設管理事業 中央図書館
千里図書館及び北千里分室の施設の維持と利用者の安全確保のた
めメンテナンス等を行い、適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,413
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成29年度に耐震診断を実施した結果、大地震（震度6強から7程度）発生時
には倒壊または崩壊の危険性が高いことが判明したため、平成30年度に実施
設計を行い、施設の継続を図るため、令和元年度には耐震補強を含む必要な
改修工事を開始した。再開館は令和2年秋を予定している。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
中央図書館耐震補強等改

修事業
中央図書館

中央図書館の耐震補強及び施設の改修を行い、利用者の安全を確
保し、バリアフリーへの対応をする。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

66,945
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 中央館として貴重な地域資料をはじめとした文化的価値のある資料の保存機

能を担っているが、築48年を経過し、施設の老朽化をはじめ、耐震化への対
応が喫緊の課題となっており、令和元年度から令和2年度にかけて耐震補強
を含む必要な改修工事を行い、施設の継続を図る。改修工事中は長期休館す
るため、中央図書館の事務室を旧岸部診療所へ移した。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 中央図書館施設管理事業 中央図書館
中央図書館の施設の維持と利用者の安全確保のため、メンテナンス
等を行い適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

45,128
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

442 施策 生涯学習環境の整備

図書館事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度
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2

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

管理事業　　　　　　　　　　　　　　図書館事業 5 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 442 施策 生涯学習環境の整備

市民ニーズ、社会的役割

供用開始から16年を経て、様々な修繕が必要となってきている。施設の経年
劣化と台風等災害に起因する修繕も発生している。障がい者サービスにかか
る備品の更新が喫緊の課題である。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑦
千里山・佐井寺図書館施

設管理事業
中央図書館

千里山・佐井寺図書館の施設の維持と利用者の安全確保のためのメ
ンテナンス等、適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

33,350
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成26年度から、より効率的な業務を行い、市民サービスの向上を図るべく、
施設管理業務について指定管理者制度を導入している。開館から9年がたち、
施設の老朽化がみられる個所もあり、今後保守点検の頻度が高くなる可能性
がある。山田分室は平成30年6月の大阪北部地震によりエレベーター棟の昇
降路部分の破損、外壁の一部破損落下、扉枠のひび割れが起きている

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑧
山田駅前図書館施設管理

事業
中央図書館

山田駅前図書館及び山田分室の施設の維持と利用者の安全確保の
ためメンテナンス等を行い、適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

17,306
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成24年度に千里丘地域の図書館として開館して以来、多くの利用がある。
長期使用ができるように、今後も施設の維持管理が必要である。緑化ボラン
ティアによる屋上緑化の維持や駐車場の有料化により、経費の削減をしてい
る。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑨
千里丘図書館施設管理事

業
中央図書館

千里丘図書館の施設の維持と利用者の安全確保のためメンテナンス
等を行い、適切な管理運営を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

7,419
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 片山・岸部地域の地域館としての役割だけでなく、中央館として企画立案を行

い全館の運営事業の統括を行っている。地域資料の網羅的収集と保存、ま
た、学校図書館との連携、ボランティアの育成とともに、職員が講師となる出
前講座等、読書推進活動の中心的役割を担っている。中央図書館の改修工
事に伴い、令和元年度から令和2年度にかけて長期休館するため、臨時窓口
を総合福祉会館に開設した。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑩ 中央図書館運営事業 中央図書館
中央図書館と自動車文庫１台で実施。図書等資料の収集、閲覧、貸
出、予約、相談業務、利用案内及び蔵書管理業務等を行う。自動車
文庫は市内27か所に巡回する他、団体への貸出も行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

191,293
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 千里図書館及び北千里分室は、千里ニュータウン地域の図書館として市民の

暮らしに役立つサービスを行っている。千里図書館は、吹田市国際交流協会
が同じ施設内にあることから、外国語資料の提供等多文化サービスに力を入
れている。また、近隣の病院と連携し、健康医療をテーマにした講座を実施し
ている。北千里分室は、閲覧室、事務室とも手狭で、利用要求に見合ったサー
ビスが十分に行えない状況である。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑪ 千里図書館運営事業 中央図書館
千里図書館及び北千里分室で事業を実施。図書等資料の収集、閲
覧、貸出、予約、相談業務、利用案内及び蔵書管理業務等を行う。千
里図書館では多文化サービスも行っている。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

44,733
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 JR以南地域の図書館であるさんくす図書館は、駅や商店街に隣接しており買

い物客等が利用しやすい図書館である。交通利便性が高く障がい者の利用も
多い。立地の良さを生かし、地域の特性に合わせた資料提供を行い、乳幼児
から高齢者、障がい者のニーズに応じたサービスを行っている。大阪市との広
域利用に加え、北摂7市3町の広域利用ではJR沿線市域の利用者の利用が
定着してきている。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑫ さんくす図書館運営事業 中央図書館
さんくす図書館で事業を実施。図書等資料の収集、閲覧、貸出、予
約、相談業務、利用案内、蔵書管理業務等を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

39,826
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名



3

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

新規ボランティアを継続して養成していくとともに、現在活動しているボランティ
アの技能向上をはかる。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑱
障がい者サービスボラン

ティア養成事業
中央図書館

千里山・佐井寺図書館で図書館の障がい者サービスに携わる各種ボ
ランティアを養成するとともに、ボランティアの技能向上のためのスキ
ルアップ講座を実施する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

650
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

製作資料点数の増加とさらなる質の向上をはかりつつ、利用者数の拡大とデ
ジタル利用への移行を推進する。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑰
障がい者への対面朗読等

サービス事業
中央図書館

千里山・佐井寺図書館で、ボランティアの協力を得ながら録音図書及
び点字図書を製作・貸出している。また、対面朗読サービスを分室を
除く7つの図書館で実施している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,418
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

千里丘地域の図書館として開館して以来、地域密着型のサービスを行い、多く
の利用がある。調査・相談カウンターでは、日常生活や仕事で遭遇する課題に
ついて相談できるようにしている。子育て中の世代には、絵本コーナーの充実
や子供の年齢に合わせた行事を開催している。小学校等からの図書館見学を
受け入れるほか、市民の作品展示などを開催し、地域との交流を重ねている。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑯ 千里丘図書館運営事業 中央図書館
千里丘図書館で事業を実施。図書等資料の収集、閲覧、貸出、予
約、相談業務、利用案内及び蔵書管理業務等を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

38,385
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

山田駅前図書館は、阪急山田駅前にあり、新しいマンションが多い地域であ
り、世代を問わず利用されている。夢つながり未来館内にある青少年活動サ
ポートプラザ、のびのび子育てプラザとの連携した事業を実施している。
山田分室は、子供や高齢者を中心に地域に密着した事業を実施している。ま
た、近隣に学校が複数あり、団体貸出等の連携を行っている。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑮ 山田駅前図書館運営事業 中央図書館
山田駅前図書館及び山田分室で事業を実施。図書等資料の収集、
閲覧、貸出、予約、相談業務、利用案内及び蔵書管理業務等を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

65,161
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

所蔵冊数が市内図書館の中で一番多く、施設の規模も中央図書館の次に大
きい図書館であることから、図書館サービスの中核をになっている。令和元年
度～2年度に中央図書館が長期休館しており、その期間中の中核としての重
要度は増している。地域の団体に貸出している貸室があり、貸室利用の団体
の図書館行事への参画が継続した課題である。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑭
千里山・佐井寺図書館運

営事業
中央図書館

千里山・佐井寺図書館で事業を実施。図書等資料の収集、閲覧、貸
出、予約、相談業務、利用案内及び蔵書管理業務等を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

39,732
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

ビジネス街・やマンションが隣接している豊津・江坂・南吹田地域の図書館とし
て、ビジネスマンや子育て世代（特に乳幼児）の利用が多い。市民協働の江坂
ロビーフェスタは地域の文化的催しとして定着し、好評を得ている。ビジネス支
援では、資料提供だけでなく、平成30年度より講座も開始した。大阪市との広
域利用を実施し、多くの利用がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑬ 江坂図書館運営事業 中央図書館
江坂図書館で事業を実施。図書等資料の収集、閲覧、貸出、予約、
相談業務、利用案内及び蔵書管理業務等を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

36,434
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　図書館事業 5 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 442 施策 生涯学習環境の整備



4

■
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成30年度に実施設計業務が完了し、建設工事は、平成31年春に着工し、令
和2年夏に竣工予定。令和2年11月供用開始（予定）に向けて整備を進めてい
る。健都ライブラリーの供用開始により、岸部地域においては、長年、図書館
利用不便地域の課題が解消される。

令和 元 年度

継続

実施区分

㉔
（仮称）健都ライブラリー整

備事業
中央図書館

北大阪健康医療都市（健都）に市民が健康づくりに取り組み、多世代
が交流できる機能を持つ図書館を整備する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

479,160
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

「中央図書館の再整備のあり方（答申）」を図書館ホームページで公開。  令和
元年度外部評価実施し、「平成30年度（2018年度）吹田市立図書館点検・評価
報告書」として図書館ホームページで公開。また、「平成31 年度（ 2019 年度）
吹田市立図書館の基本方針と目標」について、意見を聴取した。

令和 元 年度

継続

実施区分

㉓ 図書館協議会活動事業 中央図書館
年3回協議会を開催し、図書館の運営について意見を述べるととも
に、館長の諮問に対して答申を行うほか、運営について外部評価を
行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

155
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

成人向けには、文化教養講座、健康医療情報、ビジネス講座など幅広いテー
マの講演会だけでなく、書庫開放やまち歩き等、座学に限らない企画を実施。
子供向けには、年齢や興味・関心にあった行事を実施し、対象となる子供だけ
でなく市民の専門ボランティアにとっても自己実現の場となっている。今後は、
より一層、市民と協働した事業に取り組むこと課題である。

令和 元 年度

継続

実施区分

㉒ 主催行事事業 中央図書館
市民の読書活動を支援し、生涯学習の幅を広げるために講座等を企
画実施する。子供の読書推進と図書館利用の増加を図るため、子供
向けの行事や講演会なども実施している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

712
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

図書館の広域連携（相互利用）では、平成29年度に北摂地域の図書館相互利
用が始まったが、大阪市民に対しては、さんくす図書館に加えて、平成30年度
から江坂図書館でも相互利用を開始した。

令和 元 年度

継続

実施区分

㉑
図書館の広域連携（相互

利用）事業
中央図書館

市民及び本市に隣接する市の市民が、北摂地区7市3町にある公立
図書館を相互利用ができる他、江坂図書館とさんくす図書館では大
阪市民が利用できる。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

27
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

赤ちゃんが読書に親しむ契機となる事業であるとともに、保護者にとっても、赤
ちゃんとの関わりを深める一助となっている。また、絵本を配布する際には、
「ブックスタートのひろば」を案内することで継続的な図書館利用へいざなって
いる。絵本の配布率については、子育て政策室、保健センターと連携して100%
を目指して様々な工夫を行っていく。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑳ ブックスタート事業 中央図書館
市内図書館と自動車文庫で赤ちゃんとその保護者に絵本を1冊プレ
ゼントする。また、ボランティアによる絵本の読み聞かせ等を行う「ブッ
クスタートのひろば」を市内図書館で実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,553
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 図書館コンピュータシステムの整備により、貸出・返却などの迅速な処理が可

能であるとともに、利用者は自宅や外出先から図書館の蔵書検索、予約、利
用状況確認が可能。ICタグ関連機器を導入し、利用者のさらなる利便性向上
やプライバシー保護、蔵書管理の効率化を促進している。また、レシート広告
やバナー広告の募集を行い、経費削減に努めるとともに、システム調達時に
は必要機器台数を精査し事業費用の圧縮に努めている。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑲
図書館コンピュータシステ

ム整備事業
中央図書館

図書館資料の貸出・返却、データ管理、インターネットからの蔵書検
索・予約など、資料及び利用者のデータや資料動態を管理するシス
テムの整備行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

69,765
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　図書館事業 5 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 442 施策 生涯学習環境の整備



5

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

㉚

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

㉙

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

北千里小学校跡地に複合施設を建設するにあたり、本市が作成した基本構想
に基づく基本計画、基本設計及び実施設計を行い、令和4年度の供用開始（予
定）を目指す。千里図書館北千里分室については、複合施設へ移転すること
により、長年の課題であった施設の狭隘が解消される。

令和 元 年度

継続

実施区分

㉘
北千里小学校跡地複合施

設整備事業
中央図書館

北千里小学校跡地に、北千里地区公民館及び千里図書館北千里分
室を移転するとともに児童館を新設して複合施設として整備し、世代
間交流の促進によるまちの活性化を図る。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

当初の予定では5年毎の改訂を予定していたが、選定された良書の出版状況
は安定しているため、10年をめどに再度選定し、リストや案内冊子の改訂を行
う。

令和 元 年度

継続

実施区分

㉗
子どもたちに読ませたい

100冊の本事業
中央図書館

子供が本に親しむ環境づくりを行うため、市民委員の参加する委員会
で選定された100冊の本を全図書館に設置し貸出を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

市民の資料要求に応えることに貢献している。3市の図書館間の図書の運搬
業務については、3週間ごとにローテーションを組んで3市それぞれが負担し
行っているが、今後も安定して運行を行う手段の確保が課題である。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

㉖ 北摂図書館相互貸借事業 中央図書館
吹田市、豊中市及び箕面市の3市間における図書の相互貸借事業。
市内の図書館に所蔵していないリクエストされた図書を、他市の図書
館から借り受け、市民に提供している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

図書館資料の充実に対する要求は、年々多様化し高度化してきている。市民
個人個人にとって魅力ある資料をそろえ、直接閲覧室で資料を手に取ることが
できるように、開架点数を増やす取組を行う。より多くの資料購入ができるよ
う、国や府の補助金等などを活用して資料の充実に取り組む必要がある。ま
た、電子書籍の導入についても研究していく必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

㉕ 図書館資料の充実事業 中央図書館
市民一人当たりの図書費を300円として図書の購入を行い、所蔵資料
の充実を目指す。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　図書館事業 5 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 442 施策 生涯学習環境の整備


